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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 642,197 0.4 74,826 4.3 61,563 6.4 36,862 6.0
25年3月期第2四半期 639,471 1.8 71,773 18.8 57,835 29.4 34,764 34.9

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 38,377百万円 （47.9％） 25年3月期第2四半期 25,956百万円 （3.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 190.37 ―
25年3月期第2四半期 179.53 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第2四半期 2,586,919 795,794 29.9
25年3月期 2,613,743 768,174 28.5
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  772,970百万円 25年3月期  745,678百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 55.00 ― 55.00 110.00
26年3月期 ― 55.00
26年3月期（予想） ― 55.00 110.00

3. 平成26年3月期の連結業績予想（平成25年4月1日～平成26年3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,310,500 0.9 125,000 △3.5 101,500 △3.0 57,500 △4.5 296.94



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料P.6「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
・決算短信補足資料は当社ホームページに掲載します。また、平成25年11月1日に、アナリスト向けの説明会を開催する予定です。この説明会での資料等につい
ては、開催後に速やかに当社ホームページへの掲載を予定しております。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 198,256,600 株 25年3月期 198,256,600 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 4,615,273 株 25年3月期 4,615,100 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 193,641,425 株 25年3月期2Q 193,641,500 株
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(参考)

平成26年3月期の個別業績予想（平成25年4月1日 ～ 平成26年3月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無　:　無

通期

営業利益 経常利益 当期純利益

△8.1
％

94,000
百万円

１株当たり当期
純利益

％

△8.5
％

71,000
百万円

43,500
百万円

△0.2

売上高

224.53
円 銭

（％表示は、対前期増減率）

％

3.8
百万円

866,500
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

当社は、平成 17 年４月 25 日、福知山線塚口・尼崎間において、106 名のお客様の尊い

命を奪い、500 名を超えるお客様を負傷させるという、極めて重大な事故を惹き起こしま

した。当社としては、これまでの間、「被害に遭われた方々に誠心誠意と受け止めていた

だけるような取り組み」、「安全性向上に向けた取り組み」、「変革の推進」を「経営の

３本柱」と定め、全力で取り組んでまいりました。 

３月には、「ＪＲ西日本グループ中期経営計画 2017」とその中核をなす「安全考動計画

2017」を策定・公表し、「経営の３本柱」を引き続き経営の最重要課題と位置づけたうえ

で、経営ビジョンを具体化するため、「めざす未来 ～ありたい姿～」を新たに掲げまし

た。その実現に向け、「安全」、「ＣＳ」、「技術」の「３つの基本戦略」と、「新幹線」、

「近畿エリア」、「西日本各エリア」、「事業創造」の「４つの事業戦略」からなる重点

戦略を現場起点での一人ひとりの考動を通じて推進しているところです。 

当期については、「福知山線列車事故追悼慰霊式」や５月にご被害者への「ご説明会」

を開催するとともに、引き続き被害に遭われた方々への対応を精一杯行ってまいりました。

また、この事故を踏まえて設立した公益財団法人「ＪＲ西日本あんしん社会財団」を通じ

て、「安全で安心できる社会づくり」に寄与する取り組みを実施してまいりました。 

「３つの基本戦略」のうち最優先で取り組むべき「安全」については、「福知山線列車

事故のような事故を二度と発生させない」との決意のもと、お客様から「本当に安全で安

心できるようになった」と実感していただけるよう、３月に策定した「安全考動計画 2017」

の具体的取り組みをＪＲ西日本グループあげて取り組んでまいりましたが、残念ながら、

９月に作業中の協力会社の社員が亡くなる労働災害が発生し、改めて「死亡に至る鉄道労

災ゼロ」という課題の重さを認識することとなりました。 

「ＣＳ」については、「顧客起点の経営」を目指し、お客様のニーズや期待に一層お応

えすべく取り組みを進めてまいりました。 

「技術」については、鉄道オペレーションのシステムチェンジを目指した技術開発を推

進するとともに、技術による課題解決を進めてまいりました。 

「４つの事業戦略」の一つである「新幹線」については、新幹線のポテンシャルを高め

るために、各種観光キャンペーンの実施やシニア世代・訪日外国人向けサービスの拡充な

どに取り組んでまいりました。また、北陸新幹線の金沢開業に向けた準備室を金沢支社に

開設しました。 

「近畿エリア」については、踏切の保安度向上等により輸送品質の高い鉄道をつくると

ともに、都市の魅力を磨くために事業開発等を推進してまいりました。 

「西日本各エリア」については、エリアの良さや強みを活かすために、エリアに即した

事業を展開してまいりました。 

「事業創造」については、拠点駅における開発や沿線の魅力向上に資する施策を実施す

るとともに、事業創造の芽を伸ばすために、ビジネスプロデュース機能を果たす組織の設

置、新たな事業分野の開拓・育成等を推進してまいりました。 

また、あらゆる職場において課題に対して自律的に解決策を見出す「現場力」の向上や、

人材の確保・育成と働きがいの向上等、企業として健全に経営・運営するための「基盤づ
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くり」の取り組みを進めてまいりました。 

さらに、コンプライアンス、コーポレート・ガバナンス、ディスクロージャー、危機管

理及び地球環境の取り組みを通じて、社会の一員としての責任を果たしてまいりました。 

なお、今夏は集中豪雨による鉄道被害が多く発生し、山陰本線、山口線及び三江線の一

部区間においては現在も不通を余儀なくされていますが、関係自治体と協議を進めながら、

全力で復旧に当たっているところです。 

当社の経営を取り巻く状況は、対抗輸送機関との競合や昨今の電力問題等、厳しい現状

が続いており、今後は、人口減少に加え、グローバル化やネットワーク化、地域間格差拡

大、価値観の多様化など、経営環境を見通すことが一段と困難な時代を迎えます。このよ

うな状況の中、当社としては、中長期的な企業価値向上を目指し、地域の皆様との交流と

連携を深め、ＪＲ西日本グループ一体でエリアに即した事業を展開することにより、鉄道

の品質を高めるとともに非鉄道事業の拡大と新たな事業創造を促進するなど、持続的成長

に向けた土台作りに取り組んでまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は前年同期比 0.4％増の 6,421 億円、

営業利益は同 4.3％増の 748 億円、経常利益は同 6.4％増の 615 億円、法人税等を控除し

た四半期純利益は同 6.0％増の 368 億円となりました。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 

当第２四半期連結累計期間の概況 

平成 25 年度第２四半期連結累計期間の経営成績は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

これをセグメント別に示すと次のとおりとなります。 

①運輸業 

鉄道事業においては、福知山線列車事故に係る鉄道事故調査報告書の「建議」「所見」

をはじめとする様々なご指摘に対して、引き続き改善に取り組んでまいりました。さら

に、「安全考動計画 2017」の具体的な取り組みとして、「安全・安定輸送を実現するた

めの弛まぬ努力」を続けるとともに、「リスクアセスメントのレベルアップ」を進め、

安全性の向上を図ってまいりました。一例として、在来線における地震発生後の運転規

制について、安全の確保を第一に、より的確な運転規制になるよう取り扱いを変更しま

した。また、「安全意識の向上と人命最優先の考動」に向けて、事故の重大性を将来に

わたって重く受け止め、事故の教訓を体系的に学ぶために設置した「鉄道安全考動館」

における社員教育等の取り組みを進めてまいりました。さらに、東日本大震災の教訓を

生かして制定した「津波避難誘導心得」及びマニュアルに基づき訓練を実施するなど、

地震・津波情報の伝達や避難を円滑に進めるための取り組みを進めるとともに、大規模

災害及び事故発生時のお客様救護等の対応能力向上を図るため、各種訓練を実施しまし

た。「安全投資」では、踏切設備の保安度向上、ホームの安全対策に取り組むとともに、

地震対策として、高架橋柱の耐震補強工事や山陽新幹線における逸脱防止ガードの整備

等に引き続き取り組んでまいりました。 

輸送面については、３月に実施したダイヤ改正で、新幹線では「のぞみ」や「さくら」

の増発やＪＲ京都線・ＪＲ神戸線における新快速の 12 両運転の拡大等を実施したことに

より、山陽新幹線やアーバンネットワークのご利用が好調でした。また、ゴールデンウ

ィーク期間やお盆期間、週末を中心に、新幹線及び在来線特急列車の増発を行い、利便

性向上に努めました。 

営業面については、対抗輸送機関との競合を踏まえ、「スーパー早特きっぷ」等を発

売するとともに、山陽・九州新幹線相互直通運転のご利用定着を図るべく「リメンバー

九州キャンペーン」や「名探偵コナン熊本・阿蘇ミステリーツアー」等を展開するなど、

新幹線のご利用促進に努めました。また、「広島県デスティネーションキャンペーン」

を実施して全国からの集客を図るとともに、「新北陸、発見！キャンペーン」を実施し

て関西・北陸間のご利用拡大に取り組むなど地域と連携した観光振興を推進しました。

加えて、大型商業施設の開業により魅力を増した大阪への更なる集客を目的として、関

西鉄道６社が連携した共同宣伝「シティハイク大阪」を実施しました。さらに、主要駅

において「訪日外国人向け無料公衆無線ＬＡＮサービス」を開始するなど、訪日外国人

向けサービスの拡充を行いました。 

売 上 高  ６，４２１億円 

営 業 利 益 ７４８億円 

経 常 利 益 ６１５億円 

四 半 期 純 利 益 ３６８億円 
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バス事業については、利用動向に応じた輸送改善と柔軟な価格設定の実施により、お

客様の利便性向上に努めました。 

船舶事業（宮島航路）については、旅行会社への営業活動等、収入の確保に取り組み

ました。 

この結果、運輸業の営業収益は前年同期比 0.6％減の 4,223 億円、営業利益は同 3.9％

増の 571 億円となりました。 

 

②流通業 

「ＪＲ大阪三越伊勢丹」では、独自性の高い商品やサービスの提供に努めてまいりま

したが、厳しい商環境等を踏まえ、地域のお客様からご支持を得られるような店づくり

に取り組みつつ、事業再生を目指した抜本的な対策について検討を進めているところで

す。また、三ノ宮駅に複合型コンビニエンスストア「アントレマルシェ」やファッショ

ン・雑貨店舗を、大阪駅に駅型調剤薬局「駅クオール薬局ＪＲ大阪店」をそれぞれ開業

するなど、駅の魅力向上に向けた取り組みを推進したほか、ビジネスホテル「ヴィアイ

ン名古屋新幹線口」を開業しました。なお、山陰エリアにおいて異なる業種・業態を展

開する連結子会社２社について、より利便性の高い、魅力ある商業施設の開発・運営を

目指し、７月に合併しました。 

この結果、流通業の営業収益は前年同期比 1.4％増の 1,168 億円、営業利益は 20 億円

となりました。 

 

③不動産業 

４月に完成した姫路駅ビルについて、既存の高架下ショッピングセンターのリニュー

アルも含めて新たに「ピオレ姫路」として開業したほか、灘駅の新駅ビルや東舞鶴駅ビ

ルを開業するなど、駅及び周辺の開発を推進しました。また、大阪駅周辺地区全体の活

性化を図るため、エリアマネジメント活動を周辺事業者と連携して推進しました。この

ほか、吹田片山町社宅跡地の学校法人への貸し付け等、所有用地の有効活用に取り組み

ました。 

しかしながら、不動産業の営業収益は前年同期比 2.2％減の 428 億円、営業利益は同

13.8％減の 122 億円となりました。 

 

④その他 

ホテル業については、各種イベントの実施等による販売拡大に取り組みました。旅行

業については、インターネット販売の充実等を図るとともに、鉄道利用商品の販売拡大

に取り組みました。「Ｊ－ＷＥＳＴカード」については、オンライン入会サービスによ

るカード会員の獲得に努めるとともに、「ＩＣＯＣＡ電子マネー」については、３月か

らの交通系ＩＣカード全国相互利用サービスを最大限活用するとともに市中の大型商業

施設への導入等ご利用いただける機会の拡充に取り組みました。また、新幹線停車駅及

び京阪神主要 10 駅で、「レール＆カーシェア」を開始するなど、新たな事業分野の開拓

と育成を行いました。 

この結果、その他の営業収益は前年同期比 8.6％増の 602 億円、営業利益は同 3.3％増
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の 25 億円となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の総資産額は、2 兆 5,869 億円となり、前連結会計年度末

と比較し 268 億円減少しました。これは主に、有形固定資産の減少によるものです。 

負債総額は 1 兆 7,911 億円となり、前連結会計年度末と比較し、544 億円減少いたしま

した。これは主に、未払金の減少によるものです。 

純資産総額は、7,957 億円となり、前連結会計年度末と比較し、276 億円増加いたしま

した。これは主に、利益剰余金の増加によるものです。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

現時点における当社グループの当期連結業績は、概ね想定の範囲内で推移しているこ

とから、平成 26 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 25 年７月 30 日に公表い

たしました内容を変更しておりません。 

 

(注)上記の業績見通しは、現時点で合理的であると思われる一定の前提に基づいてお

り、変動する可能性があります。 
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２．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 48,636 44,814

受取手形及び売掛金 20,656 16,543

未収運賃 28,657 27,264

未収金 46,431 35,506

たな卸資産 37,928 51,294

繰延税金資産 19,011 18,960

その他 44,846 50,649

貸倒引当金 △757 △662

流動資産合計 245,410 244,372

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,080,462 1,064,647

機械装置及び運搬具（純額） 297,927 281,781

土地 659,045 659,782

建設仮勘定 50,631 59,510

その他（純額） 32,753 31,732

有形固定資産合計 2,120,820 2,097,454

無形固定資産 34,146 30,901

投資その他の資産   

投資有価証券 62,940 65,568

繰延税金資産 120,804 119,919

その他 30,778 29,853

貸倒引当金 △1,281 △1,253

投資その他の資産合計 213,243 214,088

固定資産合計 2,368,209 2,342,444

繰延資産 122 102

資産合計 2,613,743 2,586,919
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 50,919 38,702

短期借入金 24,124 32,813

1年内返済予定の長期借入金 38,774 38,130

鉄道施設購入未払金 39,669 39,406

1年内支払予定の長期未払金 31 31

未払金 97,368 43,172

未払消費税等 9,083 5,637

未払法人税等 29,921 24,739

前受運賃 32,828 38,548

前受金 29,441 42,943

賞与引当金 35,054 34,907

ポイント引当金 1,193 1,584

その他 126,211 113,843

流動負債合計 514,620 454,462

固定負債   

社債 449,973 459,974

長期借入金 244,614 255,895

鉄道施設購入長期未払金 209,904 193,900

長期未払金 127 112

繰延税金負債 357 396

退職給付引当金 304,486 305,377

環境安全対策引当金 10,712 10,547

未引換商品券等引当金 2,609 2,407

その他 108,162 108,052

固定負債合計 1,330,948 1,336,663

負債合計 1,845,569 1,791,125

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 55,000 55,000

利益剰余金 609,508 635,715

自己株式 △21,995 △21,996

株主資本合計 742,512 768,719

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,677 3,819

繰延ヘッジ損益 488 431

その他の包括利益累計額合計 3,165 4,251

少数株主持分 22,495 22,823

純資産合計 768,174 795,794

負債純資産合計 2,613,743 2,586,919
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
  至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
  至 平成25年９月30日) 

営業収益 639,471 642,197

営業費   

運輸業等営業費及び売上原価 481,663 480,936

販売費及び一般管理費 86,034 86,434

営業費合計 567,698 567,370

営業利益 71,773 74,826

営業外収益   

受取利息 30 27

受取配当金 248 281

受託工事事務費戻入 104 82

持分法による投資利益 407 294

その他 1,059 905

営業外収益合計 1,850 1,590

営業外費用   

支払利息 15,579 14,186

その他 209 667

営業外費用合計 15,788 14,854

経常利益 57,835 61,563

特別利益   

工事負担金等受入額 4,418 2,711

退職給付引当金戻入額 18,418 －

その他 978 617

特別利益合計 23,815 3,329

特別損失   

工事負担金等圧縮額 3,734 2,645

減損損失 18,841 －

その他 2,348 1,279

特別損失合計 24,925 3,924

税金等調整前四半期純利益 56,726 60,967

法人税、住民税及び事業税 22,543 23,482

法人税等調整額 7,776 217

法人税等合計 30,319 23,699

少数株主損益調整前四半期純利益 26,406 37,267

少数株主利益又は少数株主損失（△） △8,357 404

四半期純利益 34,764 36,862
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
  至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
  至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 26,406 37,267

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △541 1,122

繰延ヘッジ損益 124 △71

持分法適用会社に対する持分相当額 △32 58

その他の包括利益合計 △449 1,110

四半期包括利益 25,956 38,377

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 34,289 37,948

少数株主に係る四半期包括利益 △8,332 429
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
  至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
  至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 56,726 60,967

減価償却費 78,953 75,009

減損損失 18,841 －

工事負担金等圧縮額 3,734 2,645

固定資産除却損 2,753 1,049

貸倒引当金の増減額（△は減少） 28 △123

退職給付引当金の増減額（△は減少） △20,392 891

賞与引当金の増減額（△は減少） △290 △146

受取利息及び受取配当金 △279 △308

支払利息 15,579 14,186

持分法による投資損益（△は益） △407 △294

工事負担金等受入額 △4,418 △2,711

売上債権の増減額（△は増加） 16,021 18,641

たな卸資産の増減額（△は増加） △13,485 △13,366

仕入債務の増減額（△は減少） △20,108 △30,778

未払消費税等の増減額（△は減少） 583 △3,445

その他 △5,778 △10,729

小計 128,063 111,487

利息及び配当金の受取額 278 309

利息の支払額 △15,397 △14,240

法人税等の支払額 △20,441 △27,869

営業活動によるキャッシュ・フロー 92,502 69,686

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △80 △81

定期預金の払戻による収入 80 80

固定資産の取得による支出 △72,508 △70,175

固定資産の売却による収入 532 205

工事負担金等受入による収入 9,407 10,820

投資有価証券の取得による支出 △1,594 △653

貸付けによる支出 △339 △283

貸付金の回収による収入 466 342

その他 △1,511 △543

投資活動によるキャッシュ・フロー △65,547 △60,288

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,755 1,860

長期借入れによる収入 － 15,000

長期借入金の返済による支出 △4,830 △4,378

社債の発行による収入 － 10,000

社債の償還による支出 △15,000 －

鉄道施設購入長期未払金の支払による支出 △16,356 △16,267

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △9,672 △10,648

少数株主への配当金の支払額 △49 △115

その他 4,204 △8,670

財務活動によるキャッシュ・フロー △39,949 △13,220

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △12,994 △3,823

現金及び現金同等物の期首残高 50,389 48,390

現金及び現金同等物の四半期末残高 37,395 44,567
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 

（６）その他 

重要な後発事象 

自己株式の消却 

当社は、平成 25 年 10 月 29 日開催の取締役会において、会社法第 178 条の規定に基

づき、自己株式の消却を決議いたしました。 

１．消却する株式の種類   当社普通株式 

２．消却する株式の数     4,521,600 株 

（消却前の発行済株式の総数に対する割合 2.28％） 

３．消却予定日           平成 25 年 11 月 15 日 

（参考） 

消却後の当社の発行済株式の総数は、193,735,000 株となります。 
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１　決算概要

※第２四半期決算のポイント

平成25年度 第２四半期決算について

平成 25 年 10 月 29 日
西日本旅客鉄道株式会社

参 考

【損益計算書】 （単位：億円、％）

24年度 25年度 増減 比率 24年度 25年度 増減 比率
実績

A B B-A B/A C D D-C D/C

<1.46> <1.48> <1.50> <1.51>

6,394 6,421 27 100.4 12,989 13,105 115 100.9

717 748 30 104.3 1,294 1,250 △ 44 96.5

578 615 37 106.4 1,046 1,015 △ 31 97.0

<1.36> <1.21> <1.44> <1.32>

347 368 20 106.0 601 575 △ 26 95.5

4,367 4,335 △ 32 99.3 8,685 8,665 △ 20 99.8

運 輸 収 入 3,850 3,886 36 100.9 7,691 7,750 58 100.8

3,755 3,712 △ 42 98.9 7,661 7,725 63 100.8

612 623 10 101.8 1,023 940 △ 83 91.9

471 496 24 105.2 775 710 △ 65 91.5

254 304 49 119.5 419 435 15 103.8

（注）< 　> は、連単倍率を示しております。

単
　
体

四半期 (当期 )純利益

第２四半期累計
対前年

四半期 (当期 )純利益

営 業 収 益

営 業 費 用

営 業 利 益

経 常 利 益

連
　
結

営 業 利 益

対前年

営 業 収 益

経 常 利 益

通期業績予想

【貸借対照表】 （単位：億円）

24 年 度 25 年 度
期 末 第２四半期末

資 産 26,137 25,869 △ 268 流動資産 △10、固定資産 △257

負 債 18,455 17,911 △ 544

(長期債務残高) (9,830) (9,874) (43)

純 資 産 7,681 7,957 276 四半期純利益 368、配当 △106

資 産 23,333 23,094 △ 238 流動資産 75、固定資産 △313

負 債 17,216 16,771 △ 445

(長期債務残高) (9,725) (9,779) (53)

純 資 産 6,116 6,323 207 四半期純利益 304、配当 △106

備　　考増　減

単

体

連

結

・連結は４期連続の増収、単体は４期ぶりの減収。営業利益、経常利益、四半期純利益は、連結

単体ともに２期連続の増益。

・単体の運輸収入は前年同期に比べ36億円増の3,886億円。夏季のご利用が好調であったことな

どから、新幹線は23億円増の1,811億円、在来線は12億円増の2,074億円。

・通期業績予想については、平成25年７月30日発表の予想を変更していない。

・自己株式について、4,521,600株を消却予定。消却後の発行済株式総数は193,735,000株。
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２　輸送人キロ及び運輸収入（単体）（第２四半期累計）

 （単位：百万人㌔、億円、％）

定 期 376 380 4 101.1 46 46 0 101.5

定 期 外 8,219 8,341 122 101.5 1,742 1,764 22 101.3

合 計 8,595 8,722 126 101.5 1,788 1,811 23 101.3

定 期 11,763 11,760 △ 3 100.0 713 716 2 100.4

定 期 外 7,381 7,458 77 101.0 1,347 1,358 10 100.8

合 計 19,145 19,219 73 100.4 2,061 2,074 12 100.6

定 期 9,486 9,487 1 100.0 575 578 2 100.4

定 期 外 5,013 5,077 64 101.3 883 897 14 101.6

合 計 14,499 14,565 66 100.5 1,458 1,475 16 101.1

定 期 2,277 2,272 △ 4 99.8 138 138 0 100.1

定 期 外 2,368 2,380 12 100.5 464 460 △ 4 99.1

合 計 4,645 4,653 7 100.2 603 599 △ 3 99.4

定 期 12,140 12,141 0 100.0 759 763 3 100.4

定 期 外 15,600 15,799 199 101.3 3,090 3,122 32 101.1

合 計 27,741 27,941 200 100.7 3,850 3,886 36 100.9

25年度24年度

運　　　輸　　　収　　　入

比 率増 減
24年度

増 減
25年度

対  前  年

全社計

輸　　送　　人　　キ　　ロ

項　　　目

在来線

近畿圏

その他

新幹線

比 率

対  前  年
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３　損益計算書
（１）単体（第２四半期累計） （単位：億円、％）

4,367 4,335 △ 32 99.3  【４期ぶりの減収】

3,850 3,886 36 100.9

95 95 △ 0 99.6

118 115 △ 2 98.0

304 238 △ 65 78.5

3,755 3,712 △ 42 98.9

1,169 1,172 3 100.3

1,629 1,613 △ 15 99.0

動 力 費 187 214 27 114.6

修 繕 費 601 599 2 99.6

業 務 費 840 799 △ 40 95.2

119 118 △ 0 99.7

179 179 △ 0 99.9

658 628 △ 30 95.4

612 623 10 101.8  【２期連続の増益】

△ 140 △ 126 13 90.2

14 15 0

155 142 △ 12  支払利息減

471 496 24 105.2  【２期連続の増益】

28 △ 3 △ 32

232 30 △ 202 退職給付引当金戻入額減 等

204 33 △ 170 関係会社株式評価損・貸倒引当金繰入額減 等

500 493 △ 7 98.5

245 188 △ 57 76.6

254 304 49 119.5  【２期連続の増益】四 半 期 純 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

営 業 利 益

営 業 外 収 益

経 常 利 益

営 業 収 益

線 路 使 用 料 等

営 業 費 用

科　　　目 備　　　　考

対　前　年

増 減 比 率

24年度 25年度

減 価 償 却 費

税引前四半期純利益

法 人 税 等

営 業 外 損 益

営 業 外 費 用

特 別 損 益

運 輸 収 入

人 件 費

物 件 費

租 税 公 課

運 輸 附 帯 収 入

そ の 他 収 入

関 連 事 業 収 入

動 力 費 187 214 27 114.6

修 繕 費 601 599 △ 2 99.6

業 務 費 840 799 △ 40 95.2

増 減 比 率
25年度

対　前　年
24年度科　　　目
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（２）連結（第２四半期累計損益計算書、セグメント別内訳）

 【第２四半期累計損益計算書】

　・連結子会社数　62社、持分法適用会社数　５社
山陰ｽﾃーｼｮﾝ開発㈱は㈱ｼ゙ｪｲｱーﾙｻーﾋ゙ｽﾈｯﾄ米子と合併して消滅、㈱ｼ゙ｪｲｱーﾙｻーﾋ゙ｽﾈｯﾄ米子はJR西日本山陰開発㈱に改称。

㈱ｼ゙ｪｲｱーﾙ西日本福岡開発はｼ゙ｪｲｱーﾙ西日本不動産開発㈱と合併して消滅。

（単位：億円、％）

比 率

【４期連続の増収】

　当　社　その他収入の減

27 100.4 　子会社　工事業、物販飲食業の増　等

　当　社　減価償却費、物件費の減

△ 3 99.9 　子会社  売上原価の増等

717 748 30 104.3 【２期連続の増益】

△ 139 △ 132 6 95.2

578 615 37 106.4 【２期連続の増益】

△ 11 △ 5 5 退職給付引当金戻入額減、減損損失減　等

567 609 42 107.5

303 236 △ 66 78.2

264  372 108 141.1 四半期包括利益 383

△ 83 4 87

347 368 20 106.0 【２期連続の増益】

24年度 備　　　考
増 減

営 業 収 益 6,394 6,421

科　　　目
対　前　年

25年度

5,673

営 業 利 益

営 業 費 用 5,676

少数株主損益調整前
四 半 期 純 利 益

四 半 期 純 利 益

少数株主利益又は
少数株主損失(△)

営 業 外 損 益

経 常 利 益

特 別 損 益

税引前四半期純利益

法 人 税 等

【セグメント別内訳】 （単位：億円）

営業収益 4,249 4,223 △ 26 当社　その他収入の減

営業利益 550 571 21 当社　減価償却費、物件費の減

営業収益 1,152 1,168 15 物販飲食業の増

営業利益 △ 6 20 26 百貨店業の増

営業収益 437 428 △ 9 分譲の減

営業利益 141 122 △ 19 開業経費の増 等

営業収益 554 602 47 工事業、旅行業の増

営業利益 24 25 0

（注）営業収益は、外部顧客に対する売上高を示しております。

運 輸 業

流 通 業

不 動 産 業

そ の 他

24年度 25年度 増減 備　　　　考
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４　連結キャッシュ・フロー計算書（第２四半期累計）

５　設備投資（第２四半期累計）

（単位：億円）

営　業　活　動 925 696 △ 228 未払金の支払増等

投　資　活　動 △ 655 △ 602 52 設備投資の減等

フリー・キャッシュ・フロー 269 93 △ 175

財　務　活　動 △ 399 △ 132 267 調達の増等

現金及び現金同等物の増減 △ 129 △ 38 91

現金及び現金同等物の期末残高 373 445 71

備　　 考増 減25年度24年度

（単位：億円、％）

増減 比率

545 503 △ 42 92.2 －

自　己　資　金 499 462 △ 36 92.7 1,920

負　　担　　金 46 40 △ 6 86.5 －

423 413 △ 9 97.8 －

自　己　資　金 376 373 △ 3 99.2 1,650

（再掲：安全関連投資） (194) (240) (46) (123.7) (890)

負　　担　　金 46 40 △ 6 86.5 －

連

結

単

体

25年度
通期計画

 設　備　投　資

 設　備　投　資

24年度 25年度
対　前　年

・主な設備投資件名（単体）
地震・津波対策等保安防災対策、新型電車（N700A）、北陸新幹線開業関連投資等
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６　貸借対照表

（単位：億円）

1,681 1,757 75

21,651 21,337 △ 313

17,879 17,531 △ 348 資産増 316、資産減 △664

473 576 102

3,298 3,230 △ 68

23,333 23,094 △ 238

5,174 4,664 △ 510

764 755 △ 9

4,410 3,908 △ 501 未払金 △590

12,042 12,106 64

8,961 9,023 62

2,843 2,849 5

237 233 △ 3

17,216 16,771 △ 445

6,092 6,290 198

1,000 1,000 －

550 550 －

4,759 4,957 198 四半期純利益 304、配当 △106

△ 216 △ 216 △ 0

 23 32 9

6,116 6,323 207

23,333 23,094 △ 238負 債 ・ 純 資 産 計

投 資 そ の 他 の 資 産

鉄 道 事 業 等 固 定 資産

資 本 金

資 本 剰 余 金

純 資 産 計

評 価 ・ 換 算 差 額 等

利 益 剰 余 金

自 己 株 式

そ の 他 の 固 定 負 債

株 主 資 本

負 債 計

備      考科               目

建 設 仮 勘 定

増  減
24 年 度

固 定 資 産

期 末

流 動 資 産

25 年 度
第２四半期末

退 職 給 付 引 当 金

固 定 負 債

資 産 計

１年内返済予定長期借入金等

未 払 金 等

社 債 ・ 長 期 借 入 金等

流 動 負 債

（単位：億円）

2,454 2,443 △ 10

23,682 23,424 △ 257

21,043 20,688 △ 354 資産増 436、資産減 △791

506 595 88

2,132 2,140 8

26,137 25,869 △ 268

5,146 4,544 △ 601

784 775 △ 9

4,361 3,768 △ 592 未払金 △541

13,309 13,366 57

9,046 9,098 52

3,044 3,053 8

1,218 1,214 △ 4

18,455 17,911 △ 544

7,425 7,687 262

1,000 1,000 －

550 550 －

6,095 6,357 262 四半期純利益 368、配当 △106

△ 219 △ 219 △ 0

31 42 10

224 228 3

7,681 7,957 276

26,137 25,869 △ 268負 債 ・ 純 資 産 計

利 益 剰 余 金

資 本 金

資 本 剰 余 金

純 資 産 計

少 数 株 主 持 分

その他の包括利益累計額

自 己 株 式

備      考科               目

建 設 仮 勘 定

増  減24 年 度

固 定 資 産

期 末

流 動 資 産

25 年 度

第２四半期末

固 定 負 債

流 動 負 債

株 主 資 本

負 債 計

そ の 他 の 固 定 負 債

社 債 ・ 長 期 借 入 金等

退 職 給 付 引 当 金

未 払 金 等

投 資 そ の 他 の 資 産

資 産 計

有 形 固 定 資 産 等

１年内返済予定長期借入金等

（１）連結

（２）単体
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